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主
な
条
例

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

○
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
職
員
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
、
人
員
確
保
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
緩
和
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
５
件
、
人
事
案
１
件
、
条
例
案
３
件
、
議
決
案
１
件
、
契
約
案
２
件
、
予
算
案
７
件
、
決

算
認
定
７
件
の
合
計
26
件
を
審
議
。
陳
情
２
件
を
採
択
と
し
て
、
議
員
発
議
の
意
見
書
１
件
、

決
議
２
件
、
議
員
派
遣
１
件
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
を
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・

同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
６
議
員
が
登
壇
し
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
可
決
さ
れ
た
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
を
伊
勢
谷

勝
美
議
員
、
副
委
員
長
を
佐
藤
仁
議
員
と
決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

9月定例会議 
７
月
の
大
雨
災
害
に
係
る
専
決
処
分
含
む
補
正
予
算
を
可
決
！

７月24日からの大雨で、村内各地で土砂崩れなどの

被害が多発した。村内では避難所が開設された。

最終日、決算特別委員長による委員会報告
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変
更
契
約

人
事

○
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
建
築
工
事

 
・
契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額 

変
更
前　

１
９
４
，
３
７
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

 

変
更
後　

２
０
３
，
６
５
４
，
０
０
０
円

・
変
更
の
理
由　

　

工
事
の
過
程
で
建
物
不
可
視
部
の
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
の
遮
光
等
の
た
め
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
付
け
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

○
栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修
機
械
設
備
工
事

 

・
契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額 

変
更
前　

１
３
８
，
０
５
０
，
０
０
０
円

 

変
更
後　

１
４
４
，
０
１
２
，
０
０
０
円

・
変
更
の
理
由　

　

設
備
の
試
験
運
転
、
最
終
確
認
の
中
で
不
具
合
の
あ
る
設
備
を
確

認
し
、
追
加
修
繕
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

・
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
、
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
の
人
事
案

件
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

　
　
　
教
育
委
員

　
　
　
佐
々
木
　
知 

子
（
蛭
川
）　
　
　
　

※
再
任

（
任
期
） 

令
和
６
年
10
月
17
日
か
ら

 

令
和
10
年
10
月
16
日
ま
で

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

【
審
査
結
果
】

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明

細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
の
計

数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の

な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

各
基
金
の
管
理
に
つ
い
て
は
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

 【
審
査
意
見
】

　

実
質
収
支
は
全
会
計
と
も
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
単
年
度
収

支
で
み
る
と
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

と
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
２
会

計
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

赤
字
解
消
に
向
け
一
般
会
計･

特
別

会
計
が
一
体
と
な
り
適
正
な
運
営
を

望
む
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
あ
た
り
、
歳

入
に
お
い
て
は
、
村
税
等
の
不
納
欠
損

処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
る

が
、
収
納
率
は
前
年
よ
り
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
滞
納
繰
越
額
も

減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
積

極
的
な
収
納
対
策
に
取
り
組
み
、
収
納

率
の
維
持
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
移
住
定
住
に

向
け
た
事
業
費
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る

が
、
事
業
実
施
に
伴
う
歳
入
が
見
込
ま

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
内
容
を
十
分
に

精
査
し
た
上
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

住
民
生
活
の
維
持
、
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
既
存
事

業
や
各
種
維
持
経
費
を
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
、
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

行
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
前
提
に
中
長

期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
健
全
な

運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

職
員
に
お
い
て
も
村
政
全
般
の
状
況

を
理
解
共
有
し
、
歳
入
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
努
め
、
英
知
を
結
集
し
邁
進
さ
れ

る
事
を
期
待
す
る
。

　
　
監
査
委
員
　
冨
　
田
　
幸
　
市

　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
仁

冨田　幸市

佐藤　　仁
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歳入合計
43億8363万円

９
月
定
例
会
議

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
増
が
主
な
要
因

■各会計の決算額
会　　計　　名

小　　　　計

合　　　　計

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

簡易水道事業

下水道事業

43億8363万円

2億4950万円

9164万円

3187万円

3億9302万円

3億6537万円

9895万円

12億3035万円

56億1398万円

42億9595万円

2億4882万円

8518万円

3025万円

3億9133万円

3億4284万円

7995万円

11億7837万円

54億7432万円

8768万円

68万円

646万円

162万円

169万円

2253万円

1900万円

5198万円

1億3966万円

1563万円

329万円

―

―

34万円

81万円

280万円

724万円

2287万円

特

　別

　会

　計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場合があります。

令和５年度
１年間で、村民１人あたり
このように使われました

総務費
42.4万円

民生費
18.1万円

商工費
13.2万円

教育費
11.0万円

土木費
12.9万円

農林水産業費
8.7万円

議会費
2.4万円

労働費
0.2万円

公債費（借金）
29.6万円

村民１人あたり 約180.0万円  （令和６年3月末日の人口２３８７人）
※特別会計を含めると約229.3万円使いました

一般会計歳入 43億8363万円

一般会計歳出 42億9595万円

目的別内訳

村税
2億3836万円
（5.4%）　　

R１

財政調整基金（貯金）の推移

R２ R３ R４

歳出合計
42億9595万円

消防費
6.2万円

地方債（借金）借入残高の推移

R５ R１ R２ R３ R４ R５

諸支出金（貯金）
21.7万円

衛生費
13.6万円

10億

20億 60億

40億

20億

12億8800万円

11億3300万円

13億5200万円

16億4400万円

18億1600万円

45億6410万円

55億9600万円

39億6424万円
36億3828万円

34億843万円

収入未済額

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

33億8317万円(77.2％)

依存財源

地方交付税が大幅増！決算認定
Ｒ５

村民の皆さん
からの税金 繰入金

3億1493万円（7.2%）

繰越金
7871万円（1.8%）

諸収入・財産収入　
3億1726万円（7.2%）

使用料および
負担金等

2001万円（0.5%）

寄附金
3119万円（0.7%）

地方譲与税・交付金
1億1708万円（2.7%）

国庫支出金
2億9559万円（6.7%）

県支出金
2億226万円（4.6%）

村債
4億161万円
（9.2%）

地方交付税
23億6663万円（54.0%）

総務費
10億1311万円

（23.6%）

諸支出金
5億1802万円
（12.1%）

民生費
4億3086万円
（10.0%）

公債費
7億596万円
（16.4%）

衛生費
3億2534万円（7.6%）

商工費
3億1491万円（7.3%）

土木費
3億822万円（7.2%）

教育費 
2億6222万円（6.1%）

農林水産費
2億814万円（4.8%）

消防費
1億4773万円

（3.5%）

議会費
5632万円（1.3%）

労働費
512万円（0.1%）

自主財源
村で集めた財源

10億46万円(22.8％)
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歳入合計
43億8363万円

９
月
定
例
会
議

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
増
が
主
な
要
因

■各会計の決算額
会　　計　　名

小　　　　計

合　　　　計

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

簡易水道事業

下水道事業

43億8363万円

2億4950万円

9164万円

3187万円

3億9302万円

3億6537万円

9895万円

12億3035万円

56億1398万円

42億9595万円

2億4882万円

8518万円

3025万円

3億9133万円

3億4284万円

7995万円

11億7837万円

54億7432万円

8768万円

68万円

646万円

162万円

169万円

2253万円

1900万円

5198万円

1億3966万円

1563万円

329万円

―

―

34万円

81万円

280万円

724万円

2287万円

特

　別

　会

　計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場合があります。

令和５年度
１年間で、村民１人あたり
このように使われました

総務費
42.4万円

民生費
18.1万円

商工費
13.2万円

教育費
11.0万円

土木費
12.9万円

農林水産業費
8.7万円

議会費
2.4万円

労働費
0.2万円

公債費（借金）
29.6万円

村民１人あたり 約180.0万円  （令和６年3月末日の人口２３８７人）
※特別会計を含めると約229.3万円使いました

一般会計歳入 43億8363万円

一般会計歳出 42億9595万円

目的別内訳

村税
2億3836万円
（5.4%）　　

R１

財政調整基金（貯金）の推移

R２ R３ R４

歳出合計
42億9595万円

消防費
6.2万円

地方債（借金）借入残高の推移

R５ R１ R２ R３ R４ R５

諸支出金（貯金）
21.7万円

衛生費
13.6万円

10億

20億 60億

40億

20億

12億8800万円

11億3300万円

13億5200万円

16億4400万円

18億1600万円

45億6410万円

55億9600万円

39億6424万円
36億3828万円

34億843万円

収入未済額

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

33億8317万円(77.2％)

依存財源

地方交付税が大幅増！決算認定
Ｒ５

村民の皆さん
からの税金 繰入金

3億1493万円（7.2%）

繰越金
7871万円（1.8%）

諸収入・財産収入　
3億1726万円（7.2%）

使用料および
負担金等

2001万円（0.5%）

寄附金
3119万円（0.7%）

地方譲与税・交付金
1億1708万円（2.7%）

国庫支出金
2億9559万円（6.7%）

県支出金
2億226万円（4.6%）

村債
4億161万円
（9.2%）

地方交付税
23億6663万円（54.0%）

総務費
10億1311万円

（23.6%）

諸支出金
5億1802万円
（12.1%）

民生費
4億3086万円
（10.0%）

公債費
7億596万円
（16.4%）

衛生費
3億2534万円（7.6%）

商工費
3億1491万円（7.3%）

土木費
3億822万円（7.2%）

教育費 
2億6222万円（6.1%）

農林水産費
2億814万円（4.8%）

消防費
1億4773万円

（3.5%）

議会費
5632万円（1.3%）

労働費
512万円（0.1%）

自主財源
村で集めた財源

10億46万円(22.8％)
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令
和
５
年
度
決
算
審
査　

有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
！

決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
17
日
・
18
日
）

一
般
会
計

【
村

税
】

民
税
の
滞
納
繰
越

質
問 

何
か
特
別
な
事
情
が
あ

っ
た
の
か
。

答
弁 

廃
業
し
た
事
業
所
が

あ
っ
た
た
め
。
そ
れ
に
伴
い
、
特

別
徴
収
も
滞
納
と
な
っ
て
い
る
。

【
総
務
費
】

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

質
問 

地
域
活
性
化
起
業
人
事

業
と
し
て
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
議
会
か
ら
も
提
言
書
が
提
出

さ
れ
た
と
思
う
が
、
今
ひ
と
つ
見

る
側
に
優
し
く
な
く
見
づ
ら
い
。

答
弁 

昨
年
来
ご
指
摘
い
た
だ

き
、
起
業
人
の
方
と
も
打
ち
合

わ
せ
を
進
め
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
改
修
し
て
い
る
。
操
作
が
多

い
点
も
含
め
、
今
後
ま
た
修
正

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

協
力
隊
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

質
問 
当
初
配
信
し
て
い
た
間
隔

よ
り
段
々
更
新
さ
れ
る
ス
ピ
ー

ド
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

答
弁 

村
民
に
焦
点
を
当
て
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
ど
ん
な
人

に
取
材
を
す
る
か
で
悩
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
そ
の
他
に
も
ド
ロ

ー
ン
を
使
っ
た
村
の
四
季
、
自

然
を
撮
影
し
始
め
て
お
り
、
ま

と
め
た
も
の
が
今
後
、
出
て
く

る
か
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
は

質
問 

協
力
隊
が
運
営
す
る
須

川
湖
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
昨
年
度

は
色
々
課
題
が
あ
っ
た
が
、
今

年
度
の
動
き
は
。

答
弁 

令
和
６
年
度
か
ら
新
た

に
１
名
の
男
性
の
協
力
隊
が
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
１
名
で
の

対
応
で
連
日
の
宿
泊
は
難
し
い

面
も
あ
り
、
週
末
の
営
業
と
い

う
こ
と
で
行
っ
て
い
る
。
で
き

れ
ば
も
う
１
人
程
度
、
協
力
隊

が
い
れ
ば
良
い
と
感
じ
る
。

【
民
生
費
】

灯
油
購
入
費
助
成
事
業

質
問 

大
変
歓
迎
さ
れ
た
事
業

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
が
、

全
然
使
わ
な
か
っ
た
世
帯
も
い

る
よ
う
だ
が
。

答
弁 

未
使
用
が
８
世
帯
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
事
情

が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
あ
く

ま
で
も
申
請
し
た
方
へ
の
助
成

事
業
と
な
っ
て
い
る
。

【
衛
生
費
】

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

質
問 

接
種
率
は
。

答
弁 

現
在
の
と
こ
ろ
、
１
回

で
も
接
種
し
た
方
は
32
．
２
％

と
な
っ
て
い
る
。

質
問 

接
種
率
が
低
い
の
で
は
。

答
弁 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
方
に
は
再
度
通
知
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
で
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

環
境
保
全
事
業

質
問 
害
虫
駆
除
用
防
護
服
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
防

護
服
だ
け
か
。

答
弁 

防
護
服
と
薬
剤
散
布
す

る
機
材
と
薬
剤
を
貸
出
し
し
て

い
る
。

質
問 

そ
れ
だ
け
で
は
片
手
落

ち
な
の
で
は
。
熟
練
し
た
方
に

や
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
弁 

現
在
の
と
こ
ろ
、
貸
出

し
の
み
で
あ
る
。
や
れ
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
専
門
の
業
者
を

紹
介
し
て
い
る
。

【
労
働
費
】

資
格
取
得
支
援
事
業

質
問 

資
格
取
得
に
係
る
支
援

事
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、
資
格

取
得
後
に
就
業
あ
る
い
は
業
務

に
従
事
し
て
い
る
か
。

答
弁 

把
握
し
て
い
な
い
の
で
、

今
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

キャンプ場キャンプ場
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決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
17
日
・
18
日
）

【
農
林
水
産
業
費
】

農
業
委
員
と
農
地
最
適
化

推
進
委
員
の
違
い
は

質
問 

活
動
の
違
い
や
棲す

み
分

け
は
。

答
弁 

法
律
上
で
区
分
さ
れ
て

い
る
。
農
業
委
員
は
委
員
会
に

出
席
し
農
地
法
に
基
づ
く
権
利

移
動
の
許
可
な
ど
の
議
決
権
を

行
使
す
る
事
が
主
な
仕
事
。

　

農
地
最
適
化
推
進
委
員
は
担

当
区
域
内
で
活
動
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
主
に
農
地
に
関
す
る

情
報
収
集
を
行
い
、
活
動
記
録

に
記
載
し
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

賃
借
権
の
更
新
時
期

質
問 

農
地
の
賃
借
権
の
更
新

の
時
期
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

相
談
な
ど
は
あ
る
か
。

答
弁 

法
人
と
の
賃
借
権
の
更

新
に
来
て
い
る
関
係
で
、
通
知

が
発
送
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
る
。
法
人
と
の

や
り
と
り
の
中
で
、
そ
の
通
知

を
受
け
た
方
が
ど
こ
に
連
絡
す

る
か
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
の

の
作
付
け
を
行
わ
な
い
水
田
は

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
農
家
へ

の
指
導
、
通
知
な
ど
は
し
て
い

る
か
。

答
弁 

春
の
農
業
者
団
体
の
総

会
時
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

各
農
家
へ
は
、
営
農
計
画
と
一

緒
に
通
知
も
行
っ
て
い
る
。
先

月
か
ら
各
農
家
へ
再
度
通
知
し
、

１
筆
毎
に
水
張
り
が
可
能
か
ど

う
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

【
商
工
費
】

中
小
企
業
振
興
融
資
斡
旋

資
金
利
子
補
給
金
事
業

質
問 

返
済
に
つ
い
て
は
順
調

か
。

答
弁 
こ
の
制
度
は
、
商
工
会

を
経
由
し
、
申
請
す
る
も
の
で
、

各
事
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
借

入
れ
を
す
る
際
に
発
生
す
る
利

子
に
つ
い
て
、
村
が
金
融
機
関

へ
給
付
す
る
も
の
。
金
融
機
関

か
ら
滞
っ
て
い
る
と
い
う
情
報

は
来
て
い
な
い
。

【
教
育
費
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業

質
問 

常
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
２
名
い

る
状
態
は
大
変
画
期
的
な
こ
と

だ
と
思
う
。
実
際
生
徒
の
英
語

力
向
上
、
村
民
の
国
際
的
な
意

識
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
弁 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ

ー
に
触
れ
る
こ
と
が
一
番
の
基

本
で
あ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
遊

び
心
を
持
っ
て
外
国
語
に
触
れ

る
こ
と
で
こ
の
先
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
中
で
活
躍
す
る
際
に

身
近
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
外
国
語
指
導
に
お
い

て
も
教
科
と
し
て
の
英
語
の
成

績
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
。

 

特 

別 

会 

計

 

【
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）】

財
政
調
整
基
金

質
問 

県
内
自
治
体
で
見
て
も

財
政
規
模
に
対
す
る
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
と
し
て
見
て
も
か
な
り

の
額
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

取
り
崩
し
て
保
険
料
の
重
税
感

を
軽
減
で
き
な
い
か
。

答
弁 

基
金
を
取
り
崩
し
、
本

来
集
め
る
べ
き
国
保
税
の
一
部

と
し
て
補
填
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
運
営
す
る
側
か
ら
見
れ
ば
、

こ
の
基
金
の
金
額
は
決
し
て
大

き
く
は
な
い
と
考
え
る
。

で
、
村
の
方
に
連
絡
す
る
よ
う

に
と
話
し
て
い
る
。

各
種
生
産
支
援
事
業

質
問 

桃
太
郎
ト
マ
ト
、
平
良

カ
ブ
、
菌
床
し
い
た
け
に
関
し

て
年
々
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
す
る
対
策
は
。

答
弁 

主
に
生
産
者
の
減
少
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
平
良

カ
ブ
に
つ
い
て
は
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
補
助

金
の
交
付
の
仕
方
や
仕
組
み
、

あ
り
方
な
ど
も
今
後
検
討
す
る

時
期
に
あ
る
か
と
考
え
る
。
生

産
者
や
関
係
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金

質
問 

捕
獲
さ
れ
た
害
獣
の
種

類
、
頭
数
は
。

　
　

   

ク
マ
が
20
頭
、
イ
ノ
シ

シ
が
７
頭
の
、
計
27
頭
と
な
っ

て
い
る
。

水
田
農
業
支
援
推
進
事
業

質
問 

５
年
間
に
一
度
も
稲
作

答
弁
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話題！
村の

購
入
し
ま
し
た
！

補
聴
器
を

ちょっと
いい

７
月
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
…

７
月
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
…

―
災
害
対
策
特
別
委
員
会
―

　

８
月
21
日
、
災
害
対
策
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
７
月
24
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る

被
害
の
状
況
把
握
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
か
ら
は
、
部
落
要
望
箇
所
と
復

旧
箇
所
と
の
兼
ね
合
い
や
、
復
旧
工
事
の

財
源
に
つ
い
て
、
ま
た
防
災
無
線
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
委
員
会
と
し
て
の
対
応
や
、
ま

た
災
害
が
起
き
た
時
の
動
向
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
し
た
。

８月５日時点の被害状況

区　　分 件 数

住家（床下浸水） １

道路（土砂崩れ等） ２０

農地（土砂崩れ等） ４

農業用水路 １３

農道及び農業作業道 ６

林道及び林業作業道 ７

河川 ２

その他 ３

合　　計 ５６ 田子内地区 水路氾濫田子内地区 水路氾濫

　

６
月
議
会
の
補
正
予
算
で
新
規
事
業
と
し
て
提
案
さ
れ
、
議
決
を
経
て
現
在

実
施
さ
れ
て
い
る
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
」。

　

こ
の
事
業
の
助
成
適
用
の
「
第
一
号
」
と
な
っ
た
髙
橋
悦
男
さ
ん
（
80
歳
）

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
広
報
を
見
て
…

　
「
一
年
位
前
か
ら
左
耳
の
聞
こ
え
が
悪

く
な
っ
て
。 

補
聴
器
を
作
ろ
う
か
と
考

え
て
た
時
に
ち
ょ
う
ど
広
報
の
補
聴
器

助
成
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
さ
っ
そ
く
申

請
し
て
み
ま
し
た
。」

　
「
耳
鼻
科
の
先
生
も
『
今
度
か
ら
東
成

瀬
で
も
助
成
金
が
出
る
み
た
い
で
す
ね
』

と
。
横
手
の
補
聴
器
の
店
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。」

　

購
入
に
十
数
万
円
か
か
っ
た
が
、
村

か
ら
の
５
万
円
の
助
成
で
助
か
り
ま
し

た
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　
「
前
は
テ
レ
ビ
の
音
も
大
き
く
し
て
た

か
ら
、
孫
に
う
る
さ
が
ら
れ
て
。
今
は

小
さ
い
音
で
も
大
丈
夫
で
す
。
話
が
聞

き
取
れ
ず
に
何
度
も
聞
き
返
す
の
も
申

し
訳
な
か
っ
た
し
ね
。」
と
笑
顔
で
語
る

悦
男
さ
ん
。

　

趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
を
続
け
る
上
で
も

補
聴
器
は
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
村
の
広
報
に
は
よ
く
目

を
通
し
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
情
報
に
出

会
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
！

髙橋 悦男さん髙橋 悦男さん
（田子内）（田子内）
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村 政 を 問 う　 一 般 質 問

髙
たか

　橋
はし

　清
せい

　一
いち

  議員

広報配布等は職員に過負担では
村長　必要な用務で過負担ではない

質
問
　

職
員
数
が
減
少
し
て
い

る
中
で
、
広
報
配
布
等
の
実
施

は
職
員
の
負
担
に
な
っ
て
い
な

い
か
。
業
務
も
厳
選
し
な
が
ら

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長
　

村
民
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
調
査
、

相
談
を
受
け
る
と
い
う
多
面
的

な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
日
常

業
務
の
範
囲
内
で
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
実
施
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。
過
負
担
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

質
問
　

村
職
員
の
新
規
採
用
が

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
、

新
た
な
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。

村
長
　

受
験
者
の
年
齢
制
限
の

問
題
が
あ
り
思
う
よ
う
い
か
な

い
。
ま
た
他
市
町
村
よ
り
も
受

験
機
会
を
増
や
し
対
応
し
て
い

る
。
今
後
は
年
齢
制
限
の
問
題

や
社
会
人
枠
の
創
設
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

人
事
異
動
等
、
職
員
の

人
事
評
価
の
現
状
は
。

村
長
　

異
動
希
望
は
毎
年
12
月

に
調
査
し
、
人
事
評
価
は
年
２

回
実
施
し
て
こ
れ
を
勤
勉
手
当

や
昇
格
に
影
響
さ
せ
て
い
る
。

道
路
の
維
持
管
理
は
適
正
か

村
長
　
村
道
の
部
分
で
あ
り
早
急
に
実
施

質
問
　

中
学
校
の
上
の
ア
ン
テ

ナ
か
ら
、
林
道
滝
ノ
上
線
に
繫

が
る
道
路
の
刈
払
い
が
数
年
前

か
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
担
当
か

ら
作
業
道
で
あ
る
の
で
管
理
の

必
要
が
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、

維
持
管
理
に
問
題
は
な
い
か
。

村
長
　

指
摘
の
路
線
は
村
道
舘

ケ
沢
線
で
あ
り
、
早
急
に
対
応

す
る
。

質
問
　

出
退
勤
の
確
認
と
時
間

外
の
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
８
時
半
近
く
に
他
市
町
村

で
職
員
を
見
か
け
た
。
定
時
の

出
勤
に
間
に
合
う
の
か
と
の
声

も
聞
く
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導

入
予
定
は
。

村
長
　

職
員
の
出
退
管
理
は
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
管
理
シ
ス
テ

ム
で
実
施
し
て
お
り
、
現
時
点
で

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
は
検
討

し
て
い
な
い
。
フ※

レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
導
入
に
よ
る
も
の
と
思

う
が
問
題
が
な
い
か
確
認
す
る
。

※
一
定
の
期
間
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
総
労
働
時
間
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
日
々

の
始
業
・
終
業
時
刻
や
働
く
時
間
を
、
労
働
者

自
身
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。
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伊
い

勢
せ

谷
や

　勝
かつ

　美
み

  議員

被災者への伴走型支援を
村長　不安を消す取組みを検討

質
問
　

「※

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
整
備
促
進
と
体
制

作
り
を
国
が
呼
び
か
け
て
い
る
。

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型

支
援
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、

今
後
の
村
の
方
針
や
考
え
を
伺

う
。

村
長
　

村
で
は
ま
だ
こ
の
伴
走

型
支
援
の
仕
組
み
は
整
備
し
て

い
な
い
が
、
災
害
発
生
時
は
既

存
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生

委
員
、
各
種
社
会
福
祉
施
設
と

の
連
絡
調
整
で
可
能
と
考
え
る
。

質
問
　

今
年
の
大
雨
被
害
に
遭

っ
た
県
内
の
自
治
体
で
は
、
既
存

の
組
織
体
制
で
対
応
で
き
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
い
た
が
、
実
際

の
被
災
者
の
声
は
「
ど
う
い
う

支
援
が
受
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら

ず
不
安
だ
っ
た
」
と
い
う
。 

個

人
に
寄
り
添
い
、
支
援
を
紹
介

す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
感
じ
た
。

被
災
し
た
自
治
体
で
は
国
・
県
・

自
治
体
に
分
け
て
個
人
向
け
の

給
付
、
貸
付
、
猶
予
の
支
援
策

を
ま
と
め
て
い
る
そ
う
だ
。
被

災
者
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
安

心
し
て
も
ら
っ
た
と
聞
い
た
。
こ

の
よ
う
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
伴
走
型

で
や
っ
て
行
く
や
り
方
は
今
後
、

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
村

と
し
て
再
考
し
て
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
重
ね
て
伺
う
。

村
長
　

昭
和
45
年
の
東
成
瀬
地

震
を
経
験
し
、
私
も
被
災
し
た

質
問
　

村
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
に
該
当
す

る
人
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
避
難
行
動
要
支

援
者
の
個
別
避
難
計
画
策
定
は
、
自
治
体
の
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
が
村
の
策
定
状
況
は
。

村
長
　

村
の
個
別
避
難
計
画
対
象
者
は
５
５
６
人
と

把
握
し
て
い
る
。
平
成
22
年
に
災
害
要
支
援
者
避
難

計
画
を
策
定
し
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
対
象
者

の
人
数
把
握
や
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
随
時
更
新

把
握
に
努
め
て
い
る
。

個
別
避
難
計
画
の
推
進
は

一 般 質 問

経
験
か
ら
被
災
者
は
、
本
当
に

不
安
に
な
る
こ
と
は
身
を
も
っ

て
感
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
と

き
、
一
番
頼
り
に
な
る
の
は
、

行
政
な
の
で
行
政
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
も
っ
と
も
大
切
だ

と
十
分
認
識
し
て
い
る
。
県
内

に
お
け
る
他
の
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
し
て
課
題
を
挙
げ
、

災
害
時
に
対
応
で
き
る
取
組
み

を
考
え
て
い
く
。

※
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
災

害
に
遭
っ
た
被
災
者
に
寄
り
添

い
、
個
別
生
活
状
況
を
把
握
し
、 

様
々
な
支
援
を
組
み
合
わ
せ
計
画

を
立
て
、
連
携
し
て
支
援
を
す
る

仕
組
み
。

昭和 45 年発生の東成瀬地震の記事昭和 45 年発生の東成瀬地震の記事
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佐
さ

　藤
とう

　一
かず

　人
と

  議員

訪問看護の充実を
村長　在宅医療強化を整備可能か検討

質
問
　

当
村
で
は
、
自
分
ら
し

い
生
活
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
そ
し
て
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
基
盤
整
備
が
長
年
に
渡
り
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
第
９

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
東

成
瀬
村
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長
　

将
来
的
な

課
題
と
し
て
は
、

要
介
護
者
・
認
知

症
患
者
の
増
加
に

よ
る
人
材
不
足
・

財
源
不
足
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
健
康
福

祉
課
を
新
設
し
、

専
門
性
を
強
化
し
て
い
る
。

質
問
　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
当
村
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
在
宅
医
療
の
分
野
に

お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
考
え
て
い
る
。
Ｒ
３
年
と

Ｒ
４
年
に
訪
問
看
護
を
利
用
し

た
人
数
が
ゼ
ロ
な
の
は
、
訪
問

看
護
事
業
所
が
村
内
に
存
在
し

な
い
た
め
か
。
そ
れ
と
も
他
に

理
由
が
あ
る
か
。

村
長
　

利
用
者
実
績
が
ゼ
ロ
と

な
っ
た
の
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の

表
示
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
Ｒ
３
年
に
１
人
、

Ｒ
４
年
に
は
２
人
利
用
し
て
い

る
。
表
示
の
改
善
を
図
り
た
い
。

質
問
　

利
用
者
が
少
な
い
が
、

訪
問
看
護
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

単
に
利
用
促
進
を
求
め
て
い
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
、

担
当
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

提
示
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

懸
念
し
て
い
る
。

村
長
　

利
用
者
が
少
な
い
の

は
、
訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
周
知
が
行
き
届
い
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

質
問
　

村
に
訪
問
看
護
事
業
所

村 政 を 問 う

が
な
い
の
で
、
他
町
村
の
訪
問

看
護
が
利
用
で
き
る
体
制
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
具
体
的
に
は
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
本

人
や
家
族
の
希
望
に
沿
っ
て
医

師
の
指
示
書
等
を
準
備
す
る
体

制
を
整
え
て
欲
し
い
。

村
長
　

技
術
的
に
可
能
だ
と
思

う
が
、
関
係
者
で
勉
強
会
を
開

い
て
実
現
可
能
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

第９期介護保険事業計画第９期介護保険事業計画
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髙
たか

　橋
はし

　登
と

志
し

明
あき

  議員

事業見直しの方向は
村長　ゼロベースに

質
問
　

循
環
拠
点
施
設
管
理
事

業
は
廃
止
の
方
向
か
。

村
長
　

様
々
な
事
業
を
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
に
見
直
し
て
い
る
。

　

将
来
的
な
財
政
負
担
を
考
慮

し
、
指
定
管
理
者
の
農
業
生
産

法
人
連
絡
協
議
会
と
協
議
を
進

め
た
。

　

燻く
ん

炭た
ん

に
つ
い
て
は
、
土
壌
改

良
や
ふ
る
さ
と
納
税
で
も
需
要

が
あ
る
。

　

法
人
自
体
が
循
環
農
業
を
し

て
い
る
の
で
、
今
後
も
施
設
を

利
用
し
た
い
意
向
が
あ
り
、
無

償
貸
与
に
よ
る
法
人
運
営
と
い

う
方
向
で
進
め
た
い
。

学
校
教
育
で
の

性
教
育
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
燻
炭

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

質
問
　

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業
が

廃
止
と
な
れ
ば
、
可
燃
ご
み
の

増
加
や
害
獣
問
題
に
つ
な
が
る

懸
念
点
が
あ
る
。

　

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

持
続
可
能
な
事
業
展
開
が
で
き

な
い
か
。

村
長
　

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
循
環

型
社
会
の
構
築
は
、
重
要
な
課

題
で
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
政
策
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　

「
協
働
の
村
づ
く
り
」
の
自
助
・

共
助
・
公
助
の
視
点
か
ら
、
持

続
可
能
な
事
業
へ
転
換
し
、
全
村

民
に
対
し
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
推

進
を
図
り
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

質
問
　

ど
の
よ
う
な
指
導
や
教

育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
「
は
ど
め
規
定
」
に
対

す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　

様
々
な
観
点
か
ら

「
は
ど
め
規
定
」
を
含
め
た
現
行

の
学
習
指
導
要
領
の
下
で
、
適

切
な
性
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

「
は
ど
め
規
定
」
に
つ
い
て
は

「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ

る
過
程
で
、
議
論
が
紛
糾
し
た

が
、
文
部
科
学
省
で
は
「
は
ど

め
規
定
」
は
撤
廃
し
な
い
と
言

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
確
実
に
推

進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
性
に
関

し
て
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
指
導
に
努

め
て
い
き
た
い
。

質
問
　

保
護
者
の
理
解
も
得
な

が
ら
や
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者

の
了
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。

　

令
和
４
年
に
春
叙
勲
を
い
た

だ
い
た
長
谷
川
ミ
サ
子
さ
ん
（
岩

井
川
出
身
）
と
い
う
絵
本
作
家

の
「
は
な
れ
る
い
の
ち
」「
宿
る

い
の
ち
逝
く
い
の
ち
」
と
い
う
絵

本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

教
材
も
保
護
者
の
方
に
説
明
し
、

横
断
的
に
指
導
し
て
い
る
。

作
・
絵　

岡
山
ミ
サ
子　

　
　
　
　

岡
山
明
日
香
（
娘
）

生ゴミ回収バケツとペレット堆肥生ゴミ回収バケツとペレット堆肥

一 般 質 問
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本
部
機
能
に

課
題
は

避
難
所
内
の

環
境
整
備
を

佐
さ

　藤
とう

　　　仁
ひとし

  議員

避難所運営のルールづくりを
村長　作成し住民と情報共有を図っていく

質
問
　

自
然
災
害
等
で
住
民
に

避
難
指
示
を
行
う
際
の
「
指
定

避
難
所
」
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
、
必
要
最
低
限
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
が
。

村
長
　

避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
、
ル
ー
ル
化
は
職
員
そ
し

て
地
域
住
民
、
双
方
に
と
っ
て
有

益
で
あ
り
、
作
成
し
避
難
所
地

域
の
住
民
と
共
有
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質
問
　

防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
も
、
各
避
難
所
施
設
の
条
件

や
環
境
に
合
っ
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
。

村
長
　

地
域
に
合
っ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
非
常
時
に
効
果
を
発
揮

す
る
の
で
、
作
成
段
階
で
考
慮

し
た
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
ど
う
行
動
す

る
か
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
自
主

防
災
組
織
や
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
共
有
し
な
が
ら
作
り
た
い
。

質
問
　

避
難
所
で
も
あ
る
災
害

対
策
本
部
の
非
常
電
源
の
確
保

や
外
部
や
地
域
住
民
、
関
係
機

関
と
の
連
絡
体
制
、
通
信
機
器

の
運
用
な
ど
本
部
機
能
に
課
題

は
な
い
か
。

村
長
　

災
害
対
策
本
部
と
な
る

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
自
家

発
電
を
実
装
し
、
災
害
を
想
定

し
て
建
て
ら
れ
震
度
７
く
ら
い

の
地
震
で
も
通
信
、
電
源
、
住

民
情
報
と
も
最
低
限
の
機
能
は

有
し
て
い
る
。
課
題
は
、
防
災
情

報
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し
た
場
合
、

電
源
消
失
、
デ
ー
タ
消
失
に
関

し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
や
遠
隔
地

デ
ー
タ
保
存
等
、
今
後
考
え
な

け
れ
ば
と
思
う
。

質
問
　

避
難
生
活
の
質
の
向
上

全
般
を
目
的
に
、
村
所
有
の
避

難
所
で
の
災
害
情
報
の
収
集
や

安
否
確
認
の
た
め
、
通
信
環
境

と
し
て
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
設
置
、

ま
た
防
災
用
自
動
販
売
機
等
の

設
置
の
考
え
は
。

村
長
　

広
域
的
な
災
害
で
は
行

政
連
絡
網
と
し
て
、
県
防
災
や

通
信
衛
星
を
経
由
し
て
特
定
ル

ー
ト
を
通
じ
て
安
否
確
認
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
災
害
時
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
は
、 

通
信
面
や
利
用
数
量

制
限
、
平
時
の
維
持
費
の
面
で

課
題
も
あ
り
検
討
し
て
い
く
。

　

防
災
用
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
、
設
置
業
者
の
方
へ
機
種
変
更

の
協
力
依
頼
を
行
い
た
い
。
飲

料
水
に
関
し
て
は
、
村
の
備
蓄
や

災
害
協
定
業
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
も
最
低
限
整
え
て
い
る
。

防災無線防災無線

村 政 を 問 う
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杉
すぎ

　山
やま

　　彰
あきら

  議員

自然保護地域での掘削調査は
村長　住民の声を集約し判断

質
問　

(

株)

大
林
組
が
本
村

で
の
地
熱
発
電
所
計
画
に
本
腰

を
入
れ
始
め
た
。
説
明
会
に
出

さ
れ
た
大
林
組
の
資
料
に
は
、

村
か
ら
「
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
の
意
見
を
得
ら
れ
た
と
あ
っ

た
が
、
真
意
は
。
ま
た
自
然
保

護
と
の
整
合
性
や
国
定
特
別
地

域
で
の
掘
削
調
査
の
認
可
の
可

能
性
は
。

村
長
　

昨
年
の
６
月
議
会
で
の

私
の
答
弁
と
変
わ
り
は
な
い
。

大
林
組
か
ら
の
情
報
と
住
民
・

議
会
の
意
見
を
も
と
に
総
合
的

に
判
断
す
る
。
資
料
の
発
言
は

恐
ら
く
前
村
長
の
も
の
。「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
と
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
の
整
合
性
の
判

断
は
視
点
の
違
い
も
あ
り
難
し

い
。
原
則
的
に
は
国
定
第
２
・
３

種
特
別
地
域
や
「
緑
の
回
廊
」

で
の
掘
削
は
認
め
ら
れ
な
い
と

考
え
る
が
、
規
制
緩
和
も
進
ん

で
お
り
、
許
可
を
出
す
の
は
村

で
な
く
県
で
あ
る
。

質
問
　

再
エ
ネ
と
自
然
保
護
の

課
題
が
各
地
で
表
面
化
し
て
い

る
（
青
森
の
新
条
例
へ
の
動
き

な
ど
）。
原
発
に
代
わ
る
儲
け
口

と
し
て
大
企
業
が
参
入
す
る
構

造
も
あ
る
。
村
と
し
て
譲ゆ

ず

れ
な

い
線
を
持
っ
て
臨
ま
な
い
と
ゼ

ネ
コ
ン
に
手
玉
に
と
ら
れ
る
。
彼

ら
が
説
明
会
を
や
り
た
が
る
の

も
優
良
事
例
に
認
定
さ
れ
国
定

公
園
の
規
制
を
突
破
す
る
た
め

だ
。
自
然
公
園
法
の
精
神
に
立

ち
返
っ
て
の
判
断
が
必
要
で
は
。

村
長
　

具
体
的
な
エ
リ
ア
が
示

さ
れ
な
い
段
階
で
私
が
意
見
を

言
う
権
限
は
な
い
。
情
報
を
得

て
か
ら
判
断
し
て
も
大
丈
夫
と

思
う
。

質
問
　

首
長
の
了
解
が
あ
る
か

は
優
良
事
例
へ
の
不
可
欠
な
要

素
で
あ
り
、
首
長
が
ポ
イ
ン
ト

を
握
っ
て
い
る
。
２
・
３
種
特
別

地
域
、「
緑
の
回
廊
」
で
の
掘
削

は
避
け
て
ほ
し
い
と
い
う
姿
勢

を
持
っ
て
臨
む
べ
き
と
思
う
が
。

村
長
　

大
林
組
も
私
の
意
見
を

無
視
し
て
許
可
申
請
す
る
と
は

思
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
住
民
・

議
員
の
様
々
な
声
を
集
約
し
て
い

こ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

農
業
で
若
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
は

質
問
　

農
業
に
興
味
を
持
つ
若

者
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
村
で
も
こ
の
機
を
と
ら
え
て

多
様
な
形
態
の
農
業
を
支
援
す

る
支
援
体
制
を
つ
く
り
「
地
球

に
優
し
い
農
の
メ
ッ
カ
・
東
成

瀬
」
を
攻
勢
的
に
打
ち
出
す
の

は
い
か
が
か
。

村
長
　

こ
う
し
た
取
組
み
を
当

然
村
は
応
援
す
る
し
、
指
導
、

相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。
有

機
、
無
農
薬
栽
培
に
は
技
術
、

生
産
性
、
販
路
の
課
題
も
あ
る

が
、
環
境
負
荷
軽
減
の
意
味
か

ら
も
支
援
を
検
討
し
た
い
。
移

住
対
策
と
し
て
は
、
現
在
空
き

家
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

ダ
ム
事
業
が
落
ち
着
い
て
か
ら

空
き
家
と
遊
休
農
地
を
セ
ッ
ト

に
し
て
人
を
呼
び
込
む
の
が
良

い
の
で
は
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽

培
と
な
る
と
、
農
薬
を
使
っ
て

い
る
近
隣
農
地
と
の
課
題
も
あ

る
。

村 政 を 問 う　 一 般 質 問

地域おこし協力隊員による小麦の収穫地域おこし協力隊員による小麦の収穫
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　９月定例会議で１件の陳情が提出され、総務教
育民生常任委員会に付託。審査の結果、審査継続
としていた陳情含む２件の陳情を採択すべきもの
とし、要請に基づき決議及び意見書を提出するこ
とに決定しました。

 
採択とした陳情

 
○公契約条例の制定による適正賃金・労働条件の

確保と地域経済の振興を求める陳情
　（陳情者）　秋田県労働組合総連合　
　　　　　　議長　越後屋　建一　外１名          
 
○ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善並びに

義務教育費国庫負担割合引き上げをはかるた
めの、2025 年度政府予算に係る意見書採択の
陳情について

　（陳情者）　秋田県教職員組合　
　　　　　　執行委員長　小林　久美子

会議はどなたでも傍聴できます。
詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ下さい。
次回定例会は12月上旬開会の予定！

傍聴しませんか？傍聴しませんか？

突撃いんたびゅう

9月議会で一般質問を
行った議員に聞いてみました！
①今回の一般質問を終えてひとこと！
②次回の課題は？

　髙橋　清一 議員
①村民の目線で、今後も対応していく。
②反省を生かしつつ、準備を進めたい。

通告２番 　伊勢谷　勝美 議員
①備え有れば憂い無し。
②福祉認知症とガン対策。

通告３番 　佐藤　一人 議員
①実行されるように注視したい。
②簡潔でわかりやすい質問をしたい。

通告４番 　髙橋　登志明 議員
①２事業の方向は理解した。
②他の事業の在り方にも注視したい。

通告５番

通告６番 　杉山　彰 議員
①質問の構成次第ではもっと核心に迫れた。
②住民の苦難軽減につながる質問をする。

　佐藤　仁  議員
①避難所の役割と地域との連携、今後の
　運営体制の整備に期待したい。
②説得力を高めるための十分な情報収集
　に努めたい。

通告１番

９月定例会議議決事項一覧
令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比
率の報告について

秋田栗駒リゾート株式会社の経営状況を説明する書類の
提出について

専決処分の報告について　※令和６年度一般会計補正予
算（第４号）

令和５年度簡易水道事業特別会計継続費精算報告書について

令和５年度下水道事業特別会計継続費精算報告書について

教育委員会委員の選任について

国民健康保険条例の一部を改正する条例について

包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

工事請負変更契約の締結について　※栗駒山荘大規模改
修建築工事

工事請負変更契約の締結について　※栗駒山荘大規模改
修機械設備工事

令和６年度一般会計補正予算（第５号）

令和６年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第２号）

令和６年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）
補正予算（第３号）

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和６年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号）

令和５年度一般会計歳入歳出決算認定について

令和５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出
決算認定について

令和５年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）
歳入歳出決算認定について

令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和５年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

令和５年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

公契約条例の制定を求める決議について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引き上げを求
める意見書の提出について

議員の派遣について

議会改革特別委員会の設置に関する決議について
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課題解決につながる予算か
厳しくチェック!

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

７
月
大
雨
の
災
害
対
応

質
問
　

避
難
所
設
置
が
さ
れ
た

が
、
実
際
の
避
難
者
は
ど
れ
く

ら
い
い
た
の
か
。

答
弁
　

岩
井
川
の
避
難
所
に
１

世
帯
２
名
の
ご
利
用
が
２
日
間

あ
っ
た
。

質
問

　

避
難
所
の
職
員
配
置
は
、

村
職
員
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
自

主
防
災
組
織
と
の
協
力
体
制
は
。

答
弁
　

職
員
の
み
で
、
村
内
４

カ
所
に
夜
間
必
ず
２
名
滞
在
す

る
よ
う
配
置
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
代
表
に
、

避
難
所
の
設
置
の
連
絡
と
、
何

か
協
力
や
依
頼
が
あ
っ
た
ら
お

願
い
し
た
い
と
い
う
意
思
疎
通

を
図
っ
た
。

質
問
　

非
常
時
に
は
村
職
員
だ

け
で
は
手
が
足
り
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
は
。
例
え
ば
自
主
防

災
組
織
に
避
難
所
の
対
応
依
頼

を
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら
の
体

制
づ
く
り
が
大
切
で
は
。
今
後

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

予
算
特
別
委
員
会
（
９
月
13
日
）

答
弁
　

今
回
の
件
を
踏
ま
え
て

様
々
な
課
題
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
っ
た
面
に
は
検
討
を
加

え
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
税
の
現
年
課
税
分
追
加

質
問
　

６
５
６
万
４
千
円
の
収

入
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

要
因
は
。

答
弁
　

成
瀬
ダ
ム
建
設
工
事
関

係
に
係
る
機
械
等
の
固
定
資
産

の
増
加
が
主
な
要
因
。

喫
煙
所
の
設
置

質
問
　

新
し
く
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ

る
る
ん
に
喫
煙
所
を
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
詳
し
い
場

所
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答
弁

　

今
回
は
設
計
費
の
計
上

と
な
っ
て
い
る
。
場
所
に
つ
い

て
は
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

当
然
、
法
令
遵
守
が
大
前
提
で

あ
り
、
受
動
喫
煙
に
配
慮
し
た

場
所
と
な
れ
ば
あ
ま
り
人
通
り

の
少
な
い
と
こ
ろ
で
、
管
理
の

し
易
い
場
所
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

不
動
滝
周
辺
整
備

質
問
　

設
計
等
委
託
料
の
追
加

と
あ
る
が
。

答
弁
　

不
動
滝
周
辺
の
設
計
等

委
託
料
と
な
る
。
滝
周
辺
で
仙

人
修
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
た
り
、
観
光
客
が
多
数
来
場

す
る
が
、
川
を
渡
る
際
に
遠
回

り
す
る
か
、
川
の
中
を
通
っ
て

わ
た
ら
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、

危
険
が
伴
う
。
安
全
性
の
確
保

や
景
観
に
関
し
て
も
環
境
整
備

を
行
い
た
い
。

光
熱
水
費
の
高
騰

質
問
　

ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
ス
キ
ー

場
の
電
気
料
が
高
騰
し
た
た
め

と
の
こ
と
だ
が
。

答
弁
　

こ
の
電
気
料
に
つ
い
て

は
、
Ｆ
Ｍ
中
継
局
が
使
用
し
て
い

る
電
気
に
な
る
。
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
か
ら
電
源
を
取
っ
て
い
る
。

リ
フ
ト
が
稼
働
し
な
い
４
月
か
ら

10
月
は
Ｆ
Ｍ
中
継
局
の
方
で
電
気

料
を
支
払
っ
て
い
る
。
将
来
の
電

力
の
安
定
確
保
と
い
う
こ
と
で
、

電
力
容
量
市
場
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
４
年
後
の
電
力
の
需
要
量
に

つ
い
て
、
業
者
が
入
札
し
て
金
額

を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
分
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

危
険
木
伐
採
委
託
料

質
問
　

場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、

財
源
と
な
っ
て
い
る
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
は
ど
れ
だ
け
積
立

が
残
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

今
予
定
し
て
い
る
の
は

肴
沢
か
ら
蛭
川
清
水
辺
り
ま
で
。

水
路
や
道
路
に
支
障
が
発
生
す

る
と
思
わ
れ
る
場
所
の
樹
木
を



ひがしなるせ議会だより /令和６年10月号 17

令
和
６
年
度
国
保
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

予
算
特
別
委
員
会
（
９
月
13
日
）

令和６年度一般会計補正予算（第５号）の主なもの

ま
た
協
力
隊
も
そ
れ
ぞ
れ
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
も
の
も
今
後
活
用
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災
士
の
養
成

質
問
　

防
災
士
２
名
の
養
成
に

係
る
経
費
と
の
こ
と
だ
が
、
受

講
料
な
の
か
、
登
録
料
な
の
か
。

　

ま
た
、
防
災
士
を
地
域
に
満

遍
な
く
配
置
す
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

答
弁
　

防
災
士
の
養
成
に
係
る

受
講
料
の
経
費
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
大
字
田
子
内
地
区
に

２
名
、
大
字
椿
川
地
区
に
１
名
、

今
回
養
成
す
る
の
が
大
字
岩
井
川

諸
収
入
、
返
還
金

質
問
　

内
容
は
。

答
弁
　

令
和
２
年
度
に
修
正
申

告
を
さ
れ
た
方
の
保
険
料
に
差

額
が
生
じ
、
返
還
を
求
め
て
い

る
も
の
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え

質
問

　

消
耗
品
と
し
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
の
際

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
な
い
方
に
発
行
す
る
資

格
確
認
書
の
台
紙
代
を
追
加
し

て
い
る
が
、
発
行
に
は
何
人
く

ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

答
弁

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
い
30
か
ら
50
人

の
他
に
、
保
険
証
と
紐
付
け
さ

れ
て
い
な
い
方
も
入
れ
る
と
70

か
ら
80
人
の
発
行
を
見
込
ん
で

い
る
。

　歳　入

○村税
　個人民税増 311 万円
　固定資産税増 875 万円
○地方交付税
　普通交付税増 1582 万円
○国庫支出金
　児童手当負担金増 345 万円
○繰入金
　国保特別会計（事業勘定）繰入金増 118 万円
　森林環境譲与税基金繰入金増 450 万円
○繰越金
　前年度繰越金増 6288 万円
○村債
　臨時財政対策債減 ▲ 183 万円

　歳　出

○総務費
　財産管理費追加
　（喫煙所設置 山村開発センター・ゆるるん） 230 万円

　ファイアーウォール更新業務委託料追加 118 万円
○民生費
　児童手当追加 358 万円
　児童手当国庫負担金精算返還金 101 万円
○衛生費
　国保（直診）特別会計操出金減 ▲ 220 万円
　湯沢雄勝広域市町村圏組合負担金追加 108 万円
○農林水産業費
　危険木伐採委託料 450 万円
○商工費
　村営スキー場指定管理料追加 180 万円
　設計等委託料追加（不動滝周辺整備） 50 万円
　備品購入費追加（栗駒山荘 椅子・テーブル） 140 万円
○消防費
　湯沢雄勝広域市町村圏組合負担金追加 113 万円
　県消防操法大会経費 100 万円
○災害復旧費
　農業用施設 本工事費 1000 万円
　公共土木施設 本工事費 4160 万円
○公債費
　長期債元金減 ▲ 1471 万円
　長期債元金（繰越分償還分） 2735 万円
○予備費
　予備費追加 921 万円

地
区
に
２
名
と
い
う
こ
と
で
想
定

し
て
い
る
。
今
後
、
地
区
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
計
画
的
に
育
成

し
て
い
き
た
い
。

児
童
手
当
国
庫
負
担
金
精
算
返
還
金

質
問
　

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答
弁

　

児
童
手
当
の
昨
年
度
に

係
る
負
担
金
の
精
算
が
確
定
し

た
こ
と
に
伴
い
、
返
還
す
る
も

の
。
児
童
手
当
の
場
合
、
翌
年

度
に
確
定
し
、
返
還
す
る
こ
と

に
な
る
。

伐
採
す
る
計
画
で
あ
る
。
充
当

す
る
基
金
の
残
高
は
令
和
５
年

度
末
で
１
５
２
０
万
７
２
２
７
円

と
な
っ
て
い
る
。

観
光
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
委
託
料

質
問
　

観
光
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
制
作
委
託
料
に
追
加
と
な

っ
て
い
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
の
み

で
印
刷
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　

こ
こ
10
数
年
、
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

計
上
し
た
。
今
回
は
デ
ザ
イ
ン

の
み
の
委
託
料
で
あ
り
、
来
年

度
以
降
に
印
刷
を
考
え
て
い
る
。

観
光
Ｐ
Ｒ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を

質
問
　

ダ
ム
ま
つ
り
の
際
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ

た
Ｐ
Ｒ
が
集
客
に
効
果
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
今
後
の
観
光
Ｐ
Ｒ

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
は
。

答
弁
　

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
大

変
有
効
な
手
段
だ
と
感
じ
て
い

る
。
村
で
は
Ｘ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

で
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁
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五ケ山ダム  ～観光と自然～（福岡県那
な

珂
か

川
がわ

市 五
ご

ケ
か

山
やま

ダム）

産業建設常任委員会 副委員長　佐　藤　一　人

　

五
ケ
山
ダ
ム
の
概
要　
　
　

　

２
０
２
１
年
に
完
成
し
た
五

ケ
山
ダ
ム
は
福
岡
市
か
ら
車
で

約
1
時
間
の
位
置
に
あ
る
重
力

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
洪

水
調
節
や
水
道
用
水
の
確
保
な

ど
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ダ
ム
湖
周
辺
で
は
四
季
折
々

の
美
し
い
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
家
族
連
れ
や
ア

ウ
ト
ド
ア
愛
好
者
に
人
気
で
す
。

モ
ン
ベ
ル
五
ケ
山
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
概
要　
　
　

　

五
ケ
山
ダ
ム
周
辺
に
は
モ
ン

ベ
ル
が
管
理
す
る
「
モ
ン
ベ
ル

五
ケ
山
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
が 

あ
り
、
ウ
ォ
ー
ル
テ
ン
ト
式
キ

ャ
ン
プ
や
電
源
付
き
サ
イ
ト
、

動
物
同
伴
サ
イ
ト
な
ど
、
多
様

な
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
管
理
棟
で
は
テ

ン
ト
や
寝
袋
な
ど
必
要
備
品
の

レ
ン
タ
ル
が
可
能
で
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ロ

ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
も
楽

し
め
ま
す
。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

五
ケ
山
ダ
ム
周
辺
は
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
と
豊
か
な
自
然
環
境

を
活
か
し
、
年
間
２
万~

３
万

人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
視
察
で
は
、

成
瀬
ダ
ム
完
成
後
に
向
け
た
運

営
や
周
辺
地
域
活
性
化
の
参
考

に
な
る
点
が
多
く
、
特
に
官
民

連
携
に
よ
る
地
域
振
興
が
評
価

で
き
ま
し
た
。
ダ
ム
は
水
資
源

の
確
保
や
利
水
に
加
え
、
観
光

振
興
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管外視察 　７月 10 ～ 12 日の日程で、常任委

員会の管外行政視察研修として福岡

県の五ケ山ダムと佐賀県大町町を訪

問し、ダム完成後の周辺整備と移住

定住対策を視察研修しました。
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大
町
町
の
概
要　
　
　

　

佐
賀
県
大
町
町
は
県
の
中
央

に
位
置
し
、
佐
賀
市
や
空
港
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
約 

30 

分
程

度
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
人
口

は
約
６
０
０
０
人
で
、
主
な
産

業
は
農
業
（
米
、
麦
、
キ
ュ
ウ

リ
、
イ
チ
ゴ
）
と
畜
産
（
養
鶏
）

で
、
か
つ
て
は
杵
島
炭
鉱
が
あ

り
、
炭
鉱
町
と
し
て
も
栄
え
て

い
ま
し
た
。

移住定住支援に関わる各種取組み（佐賀県杵
き

島
しま

郡
ぐん

大
おお

町
まち

町
ちょう

）

総務教育民生常任委員会 副委員長　鈴　木　　　実

大
町
町
の
取
組
み　

　

大
町
町
は
、
移
住
定
住
や
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
新
築
住
宅
購
入
へ
の
奨
励

金
や
中
古
住
宅
取
得
助
成
、
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
に
対
す
る

転
入
加
算
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

教
育
で
は
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
小
中
一
貫
校
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
生
涯
学
習

の
推
進
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

移
住
定
住
支
援
と
子
育
て
支

援
の
具
体
的
施
策
を
確
認
で
き

ま
し
た
。
交
通
の
利
便
性
を
活

か
し
、 

住
宅
支
援
か
ら
子
育
て

支
援
ま
で
、
住
民
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
多
岐
に
わ
た
る

施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
当
村

で
も
参
考
と
な
る
具
体
的
な
施

策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管外視察

武雄市図書館（見学）武雄市図書館（見学）御船山公園（散策）御船山公園（散策）
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こ
の
学
び
を
糧
に
！

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
は
？

　

県
内
町
村
議
会
議
員
を
対
象

に
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本

議
会
か
ら
は
全
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
日
本
大
学
名
誉
教
授

の
岩
井
奉
信
氏
に
よ
る
「
今
後
の
政

局
・
政
治
展
望
」
に
つ
い
て
と
、
関

西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授
の
永
田

尚
三
氏
に
よ
る
「
地
方
が

取
り
組
む
防
災
Ｄ

Ｘ
」
に
つ
い
て

の
講
演
会
で

し
た
。

　

県
内
町
村
議
会
議
員
を
対
象
に
議
会
広
報

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
議
会
か
ら
は
広

報
対
策
特
別
委
員
含
む
全
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
芳
野

政
明
氏
に
よ
る
広
報
研
修
会
で
、
当
村

の
議
会
だ
よ
り
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き
、
読
み
手
に

伝
わ
る
議
会
広
報
と
な

る
た
め
の
改
善
点
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

議
会
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、

秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー

ト
株
式
会
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
村
か
ら
の
貸
付
金
に

つ
い
て
、
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
の
夏
期
営
業
の

方
向
性
に
関
す
る
こ
と
、
栗
駒
山
荘
の
接

客
に
つ
い
て
、
従
業
員
不
足
に
つ
い
て
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
の
一

環
で
、
議
員
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
９
月
定

例
会
議
の
決
算
審
査
に
向
け

て
の
ビ
デ
オ
研
修
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
決
算
審
査
と
は
・
・
・

　

決
算
書
は
こ
う
見
る
・
・
・

　

住
民
の
声
を
村
政
に
届
け
る
た
め
ど
の
よ
う

に
質
問
す
る
こ
と
が
有
効
か
・
・
・

　

途
中
、
休
憩
を
挟
ん
で
約
２
時
間
半
の
研
修

で
し
た
。

読
み
や
す
い
議
会
広
報
と
は
？

議
員
研
修
を
実
施
！

岩井 氏

永田 氏

芳野 氏
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ざ
ん
じ

き
ゆ
う
け
い

おすすめスポットここはどこ？　　答え：ジュネス休養センター跡　紅葉の赤がひときわ綺麗なところです！　

▼
『
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
も
簡
単
な

こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
難
し
い
ん
だ
！
』。

と
、
叫
ん
だ
こ
と
は
な
い
か
。
　

　「
こ
ち
ら
は
自
動
音
声
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
お
問
合
せ
内
容
に
従
い
、
番
号
を

押
し
て
く
だ
さ
い
…
電
気
料
金
の
確
認

は
１
、
支
払
い
方
法
の
変
更
は
２
…
」

　
果
て
な
い
ク
イ
ズ
を
何
度
も
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
答
え
て

い
く
。
よ
う
や
く
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
呼

び
出
す
音
楽
が
流
れ
、
安
堵
し
た
の
も

束
の
間
、
や
が
て
無
情
な
声
が
響
く
。

　『
た
だ
今
、
回
線
が
大
変
混
み
合
っ
て

お
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
お

掛
け
直
し
く
だ
さ
い
。』
叫
び
た
く
な
る

衝
動
に
駆
ら
れ
る
。

　
新
し
い
技
術
は
、
新
し
い
ス
ト
レ
ス

を
生
む
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
求
め

ら
れ
、
振
込
め
詐
欺
の
罠
を
避
け
る
毎

日
だ
。
ス
マ
ー
ト
社
会
と
は
、
欲
し
い

も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
る
社
会
の
事
だ
。

と
て
も
便
利
に
な
っ
た
。
し
か
し
、『
早

さ
』
の
代
償
と
し
て
、
思
い
も
よ
ら
な

い
『
危
う
さ
』
が
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ

て
い
る
。

（
議
員
・
佐
藤
　
一
人
）

課
題
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
？

課
題
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
？

　

議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
村
の
課
題
事
業
に
対
す

る
現
時
点
で
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
回
説
明
を
受
け
た
既
存
事
業
は
、
５
つ
の
事
業

に
つ
い
て
で
す
。

○
循
環
拠
点
施
設
管
理
事
業

　

公
設
民
営
で
運
営
を
行
っ
て
き
た
が
、
維
持
管
理

費
が
多
額
で
財
政
負
担
も
大
き
く
将
来
的
に
も
施
設

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

　

施
設
の
廃
止
、
新
た
な
委
託
先
の
確
保
と
い
っ
た

手
法
を
検
討
し
た
結
果
、
無
償
で
も
利
用
し
た
い
希

望
が
あ
っ
た
た
め
、
現
在
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
「
農
業
生
産
法
人
連
絡
協
議
会
」
ま
た
は
農
業

生
産
法
人
に
無
償
貸
与
の
手
法
を
採
用
し
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

○
食
肉
加
工
施
設
運
営
事
業

　

令
和
５
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
が

遊
休
化
し
て
い
る
。
食
肉
加
工
に
特
化
し
た
施
設
の

た
め
、
食
肉
以
外
の
加
工
品
製
造
に
適
さ
な
い
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
食
肉
以
外
の
農
産
物
の

加
工
や
特
産
品
開
発
の
場
と
し
て
貸
し
出
す
。
用
途

変
更
及
び
施
設
の
改
修
を
行
い
、
移
住
者
や
事
業
者

向
け
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

○
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業

　

村
単
独
事
業
で
財
政
を
圧
迫
し
、
村
で
別
に

実
施
す
る
可
燃
ゴ
ミ
収
集
事
業
と
二
重
施
策
に

な
っ
て
い
る
課
題
が
あ
る
。

　

今
後
、
財
政
負
担
を
縮
小
し
、
持
続
可
能
な

事
業
へ
の
転
換
を
行
う
た
め
、
各
家
庭
で
自
ら

ゴ
ミ
減
量
の
取
組
み
が
可
能
な
制
度
の
創
設
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

○
Ｅ
Ｍ
活
性
液
運
搬
等
業
務

　

村
単
独
事
業
で
財
政
を
圧
迫
す
る
。
ま
た
、

全
戸
配
布
だ
が
使
用
し
て
い
な
い
家
庭
も
多
い
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
中
止
す
る
こ
と
。
一

方
で
必
要
と
す
る
人
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る

た
め
、
製
造
・
販
売
を
一
般
の
方
（
団
体
含
む
）

に
依
頼
す
る
こ
と
が
適
正
と
考
え
ら
れ
る
。

　

製
造
用
機
械
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
要
件
に
、

受
け
手
を
探
し
打
診
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

○
仙
人
ゆ
り
の
特
産
品
化

　

田
畑
会
等
で
栽
培
事
業
者
を
募
っ
て
き
た
が

希
望
者
が
現
れ
な
い
た
め
、
特
産
品
と
し
て
活

用
・
販
売
に
至
っ
て
い
な
い
。
種
の
保
存
を
目

的
に
、
村
が
植
栽
と
球
根
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
は
、
種
の
保
存
を
継
続
し
な
が
ら
栽
培

や
商
品
化
に
意
欲
の
あ
る
方
を
探
し
て
い
く
こ

と
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。



さ
て
、こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

ヒ
ン
ト
は
、か
つ
て
温
泉
施
設
が

あ
り
ま
し
た
！    （
答
え
は
21
ペ
ー
ジ
）

おすすめスポット
ここはどこ?

夢に向かって羽ばたけ!

議会だより
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夢に向かって羽ばたけ!

高校生にインタビュー！

菅原 美空さん（岩井川）
湯沢高校３年生
趣味： 弓道、Quizknock
 や K-POPアイドルの
   YouTube を見ること

すがわら　　  みく

あなたにとって、東成瀬村といえば？
　冬になると雪が多くて大変ですが、自然豊かでのんびりとした時間がゆっくりな
がれている癒やしの場所です。
　学校帰りなどは近所の人達が声をかけてくれ温かい気持ちになります。

将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
　将来は、テクノロジー技術を活用し人と人とを繋ぐ新しいものづくりがしたいと
考えています。常に最新の技術を追求し、探究心を持ち続ける大人になりたいです。
　東成瀬にも何かの形で貢献できたらいいなと思っています。

友だち・家族へメッセージを！
家族へ・・・じいちゃん、ばあちゃんには大変お世話になりました。テストや早く帰

らないといけない時には迎えに来てもらいとっても助かりました。美空
がいなくなって寂しくなると思いますが、帰ったらまたおいしいご飯を
作って下さい^ ♪^

友達へ・・・みんなそれぞれの将来に向けて頑張っていると思います。今が一番大
変な時期ですが、成人式には笑顔で会える事を楽しみにしてます！

　15

夜の成瀬ダム工事現場

今回は・・・
佐々木 悦男 議員の
おすすめ
スポット！

夢に向かって羽ばたけ!


